
101

信州大学教育学部付属志賀自然教育研究施設新築記念

一　創立からの経過

　当研究施設が志賀高原に開設されてから，新館竣工式挙行の昭和48年2月22日を以って，満18

年と4ヵ月余りになる。その経過を略報したい。

　　　1　創設期
　信州大学は昭和24年に発足したが，翌25年，学生の野外実習の拠点として，かつまた，厚生福

祉施設の一環として，志賀高原に「山小屋」を企画し，関係方面に交渉を始める。昭和27年，上

記濡的の一部を改め，長野師範時代に，農場及び修養道場として使用し，敗戦後，遊休施設とな

った「洗心寮」を移改築し「信州大学植物園附属研究施設」を設置することとし，この要求を継

続。

　昭郡29年：施設設置の認可を得る。そこで志賀高原一円の地主，財団法人和合会より植物園用

地2万坪を無償借地（一際土地を売却しない）すると共に，同年10月20銀，定員20名の宿舎1棟

を完成する。

　　　2　植物園整備期

　昭和37年：地主の和合会は，植物園用地が8力年も造園されずに放置されてきたことに対して

大きな不満を表明。（風致地区の長池池畔には「山小屋」は許されないから，植物園事業を名目

に使ったのだ。信大は和合会をあざむいた。直ちに志賀高原から立ち去れ。）という厳重な抗議で

ある。だが～方，学部が師範時代からの老朽校舎の改築要求を最優先にしていたのも正しい。ま

さに腹背に敵を受ける。けれども，地域社会の文化や産業をリードするために設けられた信州大

学が，地域社会から不信の刻印を受けたことは本末転倒，不名誉極まりない。”誰か”が”馬鹿”に

なって，困難な情況下にはあるが，施設建設を推進して速かに地域社会の不信の念を払拭しなけ

ればならない。そして更に施設を高めて，充分に地域社会にも役立たねばならない。ところで，

生物科は，他の教科と同じく，学部での自分の研究と教育の仕事が山積している。また施設創立ま

での企画には全く関りがなかった。しかし現ii建問題として「植物園附属研究施設」なので，他か

らは無関係とはみてくれないだろう。結局，生物科が，その”誰か”として10年戦争を覚悟の上

で，断乎立ち上がることに決める。幸い，当事者の一人が，．大町山博の創設と拡充の業を推進し

てきていたので，そのスイヅチを施設の問題に切りかえてもらうことにする。当然，人も予算も

ないので，文化運動のつもりで，また更に教官・学生の研究体制もすべて志賀高原に移し，全力

投球をはじめる。まず「信州大学志賀高原生物研究所」と改名し，同年8月，研究業績No．1を

私費出版。その秋，生物科教官・学生の奉仕作業によって，観察歩道700mを完成し，また一部

の造園を開始。

　昭和38年：停年退官した管理人のあとを教務員で埋めて研究・教育面を強めると共に，前年同

様，生物科の奉仕作業によってツツジが丘7，000坪の造園を完成。同年11月，展示館落成。研究

業績No．2を圏費で刊行（爾後毎年1回発行）。また同年12月19日，当事者の立場を学部公認に

するため，「幹事」を推進の中核とする組織をつくり，「信州大学教育学部附属志賀高原生物実験

所」と改名した規程を定め，運営委員会も発足する。
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　昭和39年：教務員に助手を加えることができる。また昭和37年に和合会とかわした「造園を3

力年で完了する」との約束の上に立った，第3年次分たる残り1．3万坪については，学部全体に

募った教官・学生の有志多数の上に生物科卒業生まで動員した一大奉仕作業を実施してノルマを

はたす。いわゆる環状ルートなる観察歩道1，500mと200坪のロヅクガーデンが誕生。また，同

年，いままでトイレの汚物を，園内に穴を掘って捨てていた不衛生をやめて衛生車を導入するこ

とを理由に，入目車道16Qmを新設。

　昭和40年：教官の研究室兼学生の実験室兼ゼミ室兼集会室と多目的，20坪の演習室を増設。と

ころで，当事者は植物園として，昭和39年に造園を完了した2万坪の借地分だけではあきたら

ず，借地分の上方にあるアズマシャクナゲの大群落，巨大な熔岩上の樹令2，400年のクロベの大

木（これらはすべて国の天然記念物クラス），更に志賀山の渦巻状溶岩流が観察できる場所などを

加えることを強く望んだ。けれども鍬だけによる教官。学生の奉仕作業によっては歩道をつく

ることができない溶岩地帯である。そこで長野県観光課（現環境保全課）は，当事老のその企画

線を「厚生省志賀山自然研究路」として，観察歩道2，000mを借地分の上方に並置された。その

後も長野県は協力をおしまず，昭和41年に長池広場900坪，下の広場に10坪の屋外便所，入口に

駐車場200坪などを設置された。ここに植物園は，当事者が立ち上がって満3力年にして，借地

分2万坪，6．6ヘクタールをはるかに越え，実に30万坪，1GOヘクタールの広大な範囲に，約4，00G

エnの観察歩道と，いくつかの広場やベンチ・解説板。種名板を整備して，日本最巨大，また唯

一つの天然公園として面目を一新して完成。これにともない創立以来の「植物園」を「自然教育

園」と改名。更に同年，長野電鉄株式会社は，当事者の交通費の自己負担を軽減するため，無料

パス3枚（昭和46年度より2枚）を贈与される。

　　　3　編制施設期

　昭和41年：4月1日，施設は正式に，待ち続けた文部省の認可をうけるところとなり「信州大学

教育学部附属志賀自然教育研究施設」と改名し，新規程をととのへて官制がしかれる。施設員は

助手と管理人の2名。この年から「理科教材研究は志賀施設での自然教育実習を含む」をカリキ

ュラムの中にとりこんだので，教育学部全学生は卒業までに一度は志賀実習をうけることにな

る。1回に20名，2泊3日の実習を施設で連続実施し計300名。以後この実習を毎年継続。

　昭和42年：いままで飲料水に長池のたまり水を使ってきた不衛生を正すため，：丸池水道をポン

プアップして設置。また日本学術会議国際生物学事業計画特別委員会は，同年，自然教育園内の

志賀山の「おたの申すの平」に，「運寒帯林特別研究地域」を設置すると共に，東京都立大学理

学部北沢省三氏を研究主任に，轟学部の羽田健三疵を地域主任に任ず。

　昭秘3年：IBP施設として実験研究室42m2，気象観測棟13m2，気象観測塔高さ23m，百葉

箱3ケを設置。

　昭和44年1同じくIBP動物飼育舎！6．51n2，同ワゴンジープ1台を設置。また施設員は助手・

管理人の上に，再び教務員を加えて3名に強化。

　昭和45年：施設主任羽田健三氏が学芸員の資格を得て展示館は「博物館相当施設」に認可。ま

た石油屋外貯蔵タンク，LPガスボンベ格納庫，及び施設員用の公務員宿舎2棟設置

　　　4　新館落成

　昭和47年：事務長を中心とする過去数力感特に昭和46年度の強力な接渉がみのり，これまでの

20名定員宿舎，演習室，屋外石油貯蔵タンク，LPガスボンベ格納庫を取りこわすと共に，一部

地下一階，地上三階，924m2の新館が成り，助教授1名を増員。

　　　謝　　辞

　今日を迎えた歩みを顧みると，特記すべき事柄は次のようである。
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。創設時に自然教育園に最適の場所が選定されていたこと。

・昭和37年，造園二三始後の研究施設の新しいビジョンが，臼本で最も早く，またはじめて企画さ

れた自然保護の研究・教育センターであったこと。また，それが「日本の屋欄といわれる長

野県に所在する僑州大学にもっともふさわしいものの一つであったこと。

。特に幹事となった教官と事務官が，一丸となって熱血を傾けて推進してきたこと。また，学部

長は勿論のこと，信州大学本部も学長・事務局長以下，関係あるすべての方々が，同志になり

　きられ，文部省内に理解者を増大されたこと。

・関係の教宮・学生及び卒業生の一人一人が，施設を自分のもののように熱愛し，一つ釜のメシ

を食いながら，自主的研究に，造園奉仕作業にと，誠心誠意，努力をつづけてきたこと。

。地主の和合会を始め，長野県。山ノ内町・長野電鉄など，地域社会の公私の各機関が，温かい

声援と絶大な協力をおしまなかったこと。

。厚生省（現環境庁）が機関の壁を超えて施設の完備のために力を借してこられたこと。などで

ある。

　　ここに関係された多くの善意あふれる方・婦こ深甚の謝意を表する次第である。

第　一表

機 奪層 と 構 成 293G3132333・35・6
奄R7i・8394　・1・24・444546ト・

。信州大学植物園付属研究施設

学部長

事務長

二

上

大

平

原　　益　　太

木　　亮

場　　隆　　糞

溜　　修

・信州大学志賀高原生物研究所

　　学部長

　　事務長
所長

加

之

溝

藤　清　＝
巣　　修　　鳳
水　　三　　雄（分校）

。信州大学教育学部付属志賀高原生物実験所（38．12．19）

所長　学部長

副所長

幹事

事務長：

同補佐

事務宮

加
溝
清
羽
入
斉
鴻
大
村
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台
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彦
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義
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遅

至

夫

君

。二二大学教育学部付属志賀自然教育研究施設（41．4．1）

　幹　事　　　　羽　　田　　健　　三

　　　　　　　　入　　来　　義　　彦
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介
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（註：施設員は捌表参照，…は外国出張）

第二表
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（註　＊印　学部より出向の形）
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表三思
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伽
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健
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葉
川
田
田
上
田
原
中
条
林
中
田
島
海
沢
田
林
極
沢
内
内
村
沢
井
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島
原
本
井
村
野
井
甲
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河

清
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松
原
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石
岡
児
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坂
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北
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○
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（註　○印委員長）

　第四表

2930313233343536　37　383940　414243444546　47園育教出自

一
　
一

端
　
㌍

。植物園用地2万坪

　　　地主財団法人和合会より無償借地

。長池池畔観察歩道700m

　　　羽田教官指導下生物科学生延274名の奉仕作業

。ツツジケ丘7，000坪造園

　　　羽田・入来各教官指導下生物科学生延647名の
　　　奉仕作業
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。環状ルート観察歩道1，500m

　　　羽田・入来・岡宮・新海・斉藤。清水（三）各教
　　　官指導下理科・数学・技術。家庭。国語・社会
　　　　。教育。心理各科有志学生廷1，058名の奉仕作業

。ロックガーデン基礎と植栽200坪

　　　羽田・栗原・斉藤各教官指導下理科・数学・家庭
　　　　・艶語・社会・心理・美術・保健体育各科有志
　　　学生卒翼箋生延…673名

。厚生省志賀L暴自然研究路2，000m

　　　借地分上方に並置（長野県）

。長池広場900坪（長野県）

。下の広場に公衆便所10坪（長野県）

。入口車道側溝整備（長野県）

・入口駐車場（長野県）

。長池広場ストーンテーブル・原田教官指導

第五　表

施 設 ・93・3132・33435・6
^71・8・94・鯉24344・54・47

宿　　舎　　42　興

趣　示　館　35　坪

同博物嬉掘当施設認可

入口車道160m
入口標柱　原田教富製作並に指導

演　習　室　20　坪

丸　池　水　道：設　置

自然教育園3000分の1地図の原図

秋由文庫（故吉幸霜の父利雄氏寄贈）

王BP実験研究室42m2

王BP気象観測棟13m2

王BP気象観測塔高さ23m

王BP百葉箱3ケ
入口標示板・題字塚田教官

IBP動物飼育舎16．5m2

王BPワゴンジープ1台

公務員宿舎2棟
石油野外貯蔵タンク，50004

LPガスボンベ格納庫

長門バス施設前停留所（長野電鉄）

薪　　　　館　924m2

入口車道補装

長電無料パス（長野電鉄寄贈）

・瞬x

職x

胸x

一x

（註　×印とりこわし）

二施設の概要
　（1）当施設は，上信越国立公園志賀高原のシンボルである志賀山（2，035m）の岳麓にある。志

賀山は，世界的に珍らしい渦巻状溶岩流で知られる塊状火脚である上に，約1，000ヘクタールも
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の大面積にわたる全山の原生亜寒帯林がそっくり保全されている。したがって環境庁が特別保護

地区として指定している国宝的な自然の豊庫である。その志賀山の北麓標高1，575～1，770mの

聞，約100ヘクタールを自然教育園としている。

　（2＞当施設は志賀・草津高原ルートぞいにある。丸池と木戸池両施設区の中間，長電バスの

「一大自然教育園」の停留所で下車すれば，そこが研究施設の入口である。入口から160加の補

装道路を登りきると，長池畔の施設区に達する。そこには三階建ての本館や展示館，及び融」」植

物標本園としてのロヅクガーデンなどがある。そして長池広場にでれば，自然教育園内を8の字

にめぐって，持ち時闘の範囲でどの様にも廻れる観察歩道の入口が分かる。

　（3）当施設の学術研究は，自然の保護と利用に関する学術研究が中心として行なわれており，幾

多の研究業績が発表されている。また国際生物学事業計画（IBP）の中の陸上生物群集の生産

力測定部門では，昭和42年，国内に3つの特別研究地域を設け，その1つの亜寒帯林エリヤが，

当懲然教育園内の「おたの申すの平」に設定された。そして園内の施設区に実験研究室，動物飼

育室などが，また長池の西池畔の上の樹林中に気象観測棟や気象観測塔（高さ23m）が設けられ

た。この研究は，現在の公害防止や禽然保護の学理を発見するために，生態系の構造と機能を明

らかにすることをi羅標としており，気象や土壌などの無機環境も含め，動植物全般に亘り，施設

関係者も分担し，全国の生態学者が仕事を進めている。

　（4）教育学部全学生を対象として，自然教育実習を必修として行なっている。定員40名の宿泊設

備があるので，数日に及んで実施される。特に野外生物教育では，生態学を重視して，生物共同

体の構造や機能をとり扱い，また，無限の生命を持続している生物的自然を紹介して，自然と人

生の問題を考える契機としてもらっている。

　（5）国立・公立・私立を問わず，大学附属の自然保護の研究・教育研究施設は国内にただ一つ

であり，学界・教育会・一般社会から重大な関心をよせられている。また山の生物の研究施設と

しても，東北大学の八甲田山植物実験所，：東京教育大学の菅平高原生物実験所，九州大学の彦山

生物学研究所と当施設のみであり，貴重な存在である。

三　学　術　研　究

区 分 研 じ
し

．
暑
ノ

の 概 要

自然保護研究

r自然の保護と利用に関する研究」
ω
②
㈲
ω
㈲
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
α
⇒

自然生態系に関する研究

入間生態系に関する研究

鳥獣保護増殖に関する研究

高山植物等保護増殖に関する研究

土地利用計画の基礎となる植生に関する研究

荒廃地の緑化に関する研究

都市の緑化に関する研究

各種動物・植物の自然公園開設に関する基礎研究

山岳気象に関する研究

崖崩，地すべり防止に関する研究

地球化学に関する研究
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　　　　　　四　自然教育（講義・実習）

　　　　　　　　　　学部自然教育実習，現職教育，大学開放講座

　（1順本人の自然観　（2）野外道徳　（3）生態系学　（4＞動物社：会学　（5）植物社会学　（6）天文学　（7）地

質：・岩石学　（8）気象学　（9）地球化学　⑩野外レクリエーション　⑪団体生活　⑫遭難防止　⑬登

高技術　㈲キャンピング等野外生活

　　　　　　　　　　　　　　　　五　諸　　事　　業　　　　　　　　　　　　　・

　（1）厳正保護区を設定し，その一部に研究・教育のための自然教育園を設定している，いわゆ

る，信大志賀山方式の普及。すなわち，長野県および長野営林局は，自然園や自然休養林を設定

しつつあるが，短大志賀山方式をモデルにされ，その基礎学術調査・設計・運営に関する研究を

受託してきている。

　（2）社会の自然保護の要請が大きいことを反映し，文化映画やテレビ及び新聞・雑誌が取材に

訪れることが多いが，積極的に協力している。

　　　　　　　　　　　　　　　　六　機構および構成

区　　　　　分

施設長1撮主任（学部長）｝（教授）

助教授 助　　手 教務員 技能員　　計

志賀自然教育研究施設 併1 併1 1 1 1 1 6

七　施設の現況

区 分 構造及び面積 備 考

本　　　　　　　　　　館

展　　　　示　　　　館

1BP実験研究室・動物飼育舎。気象観測棟

　霞　　然　　教　　育　　園

施設員宿舎2棟

器
耐
鐸

9
1
　1

　
　
　
約
し

3
、
－
　
、
5

R
S
W
　
B

研究・実験・講義・宿泊室

気象観測塔高さ（23m）

　当研究施設は施設員の研究，学部・他学部，他大学の研究者の研究，学生の自然教育のための

講義・実習のための設備，またその人々の宿泊設備が完備している。特に自然教育園は日本最巨

大，唯一の天然公園で，研究・自然探訪に最：適である。
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（1）　自然教育園内歩道図
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（2）施設区内建：物位置図
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（4）本館立面図
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八　施設利用状況

　（1）研究利用者

　当学部および施設の研究者は勿論のこと，学内他学部，またIBP研究などのように広く国内

全体の大学・研究機関の多くの研究者の研究の場として利用されている。

　（2）　　自然教育実習

　理科教材研究取得学生約300名の実習（教育学部学生は在学中に一度は志賀施設での実習を受け

る）を中心とするほか，各種園体・教育部会などの実習を依頼されることが多い。また大学開放

講座によって自主的な教育活動もつづけている。

　（3＞自然教育園一般型三者

　公害・自然破壊にともない，当自然教育園内に緑を求めたり，また積極的に自然の理法を学ぶ

一般参観老は年々増えている（昭和47年度で約3万人）。それらの人々は個人で，小グループ，

家族，一般団体，自然探訪修学旅行団として訪れるが，地区別にみると東京都を含む関東地区が

約駁％，名古屋を含む中部地区が約39％，大阪を含む近畿地区が約18％となり，大都会の人々が

多い。

　これらの参観者には展示館に備えたパンフを無料で活用してもらっているが，更に園内を案内

しながら説明をするなど，教育普及活動も重要な任務となっている。

　（4）研修宿泊者

　研究・実習のための恵まれた環境にあるため，研究老・学生及び大学開放講座などの受講生に

利用されることが多く，20名定員の旧宿舎で昭和46年度に延2，000名に達している。こんど，定

員40名の新宿泊設備が完成したので利用者は更に激増することが予想される。

九　研　究　業　績

1
9
翻
り
Q

‘
4
5
6

7
‘
8

9

0
1
2

1
1
一
へ

〈志賀自然教育研究施設研究業績〉

羽田健三他（1962）：志賀高原の高等植物フロラについて（No．1）

松田行雄i（1963）：志賀高原のミズゴケ1（No．2）

入来義彦他（1963）：志賀高原に産する紅藻アオカワモズク（Bαオγα魏05ρθ辮銘彫η〃3厩襯）

　　　　　　　　　細胞壁成分について1（No。2）

飯島南海夫（1963）：長野県の温泉の地質学的考察一とくに山ノ内温泉群について（No．2）

宮尾獄雄他（1964）本州志賀高原のネズミおよび食虫類

　　　　　　　　　第1報　ドブネズミの捕獲率，性比，体重組成および繁殖活動（No。3）

　　　　　（1964）：本殉志賀高原のネズミおよび食虫類

　　　　　　　　　第2報　ドブネズミ内臓諸器管の相対成長（No．3）

和田　清（1964）：志賀高原の高等植物フロラ（補遺）（1）（No．3）

　　　　　（1964）；志賀高原の植物相と植物群落

　　　　　　　　　第1報　植生概観（Nα3）

羽田・中山・山田他（1965）：カモシカの生活史の研究

　　　　　　　　　工　1965年度の志賀山に於ける糞の分布解析について（No．4）

倉田　稔（1965）：志賀高原の蛾工（No，4）

羽田・和賑他（1965）：飯綱山（1917）に於けるライチョウと植生（No．4）

和田　清他（1965）：志賀山熔岩台地の森林植生

　　　　　　　　　志賀高原の植物群落の構造と遷移互（No．4）



114

13．

14．

15．

6
7
5

1
1
18，

19．

20．

1
9
臼
り
D

2
9
一
2
’
4
5

9
ρ
9
㍑

26．

27．

28。

29．

0
1

0
Q
O
O
2
Q
G

O
O
り
0

34，

35．

36．

37．

38．

羽田。中山。山田1也（1966）：カモシカの生活史の研究

　　　　　　　　　皿　1966年度の志賀山における糞の分布について（No．5）

小林正明（1966）：ヒナバヅタ（σ加プ‘屠ρ餌5）属の生態および形態に関する研究

　　　　　　　　　王　志賀高原を中心としたC加r口少餌s属の分布（No，5）

中山　例（1966）：志賀山植物群落の垂直分布と購造

　　　　　　　　　志賀高原の植物群落の構造と遷移皿（No．5）

羽田。平林・中山。山田催（！966）：富士山のライチョウ（No．5）

羽田・中山・山田他（1966）：奥裾丸紅におけるブナ林の研究

　　　　　　　　　一植物社会学的研究を中心として一（No．5）

清水正男（1967）：自然教育の源流考

　　　　　　　　　一デューイの「学校と二会」における自然と教育（No．6）

羽田。中山。由田他（1967）：カモシカの生活史の研究皿

　　　　　　　　　一1967年度の志賀田に於ける糞の分布について一（No．6）

羽田健三・中村登流（1967）：志賀高原おたの申すの平における鳥類群集の生態学的研究

　　　　　　　　　1（No．6）

羽田・中山・平林他（1967）：黒姫山における植物社会学的研究（No．6）

羽田。中山・山田値（1967）：火打山のライチョウ（No．6）

入来義彦他（1967）：コツブヌマハリイ（E♂εoo加プガ5ραJz‘5’擁∫5％65ρ．ρα痂2z雌）の炭水化

　　　　　　　　　物成分について1（No，6）

斎藤　直江（1967）；長野県裾山州源流地域の地質（No．6）

小林博美（！967）；千曲川のi日河道に関する研究

　　　　　　　　　一坂城広谷・長野盆地を中心に一（No．6）

羽田・山田他（1968）：志賀高原おたの申すの平における鳥類群集の生態学的研究（1968年

　　　　　　　　　度）（No．7）

山田　拓（1968）：亜寒帯林の鳥類群集に関する研究

　　　　　　　　　一志賀山然教育園の鳥類一（No．7）

羽田。中山他（1968）：亜高山帯針劉選林下における倒木上の着生植物群落

　　　　　　　　　一志賀高原の植物群落の構造と遷移W一（No．7）

　　　　　（1968）：田の原湿原の植物群落

　　　　　　　　　一志賀高原の植物群落の構造と遷移V一（No．7）

入来義彦他（1968）：ワタスゲEプ輔助。捌解臓g伽α御彫糸吊毛の炭水化物成分（No，7）

小林　言旬（1969）：雪晴の融解水による斜面浸食について

　　　　　　　　　一1964年，風山における観測一（No．8）

倉田　稔（1969）：志賀高原の忌門（No．8）

羽田・三石他（1969）：志賀高原おたの申すの平における鳥類群集の生態学的研究（1969年

　　　　　　　　　度）（No．8）

平林国男鶴（1969）：八ケ岳のライチョウ

　　　　　　　　　一生息確認調査並びに古文書の考察一（No．8）

羽田健三他（1969）：カワガラスの生活史に関する研究（No．8）

　　　　　（1969）：クロジの繁殖生活に関する研究（No．8）

　　　　　（1969）：アカ・・うの繁殖生活に関する研究（No．8）

　　　　　（1969）：コルリの生活史に関する薪究
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　　　　　　　　　1　雛の食物および育雛行動（No。8）

　　　　　（1969）：志賀自然教育園における巣箱利用状況1969年度（No．8）

入来義彦他（1969）：スギバミズゴケの赤色色素（No．8）

　　　　　（1969）：アミミドロHッ4プ04ゼご妙。π76診此㍑彪魏”zの細胞壁i成分（No．8）

田村精子他（1969）：野尻湖の水域特性と現棲珪藻群（No．8）

羽田健三建（1970）：志賀高原おたの申すの平における鳥類群集の生態学的研究】V（No．9）

三石　紘（1970）：奥裾花峡ブナ林における鳥類群集の生態学的研究（No。9）

羽田健三他（1970）：ビンズイの繁殖生活（No，9）

　　　　　（1970）：ヒガラの雛の食物および摂食量について（No．9）

木内　清（！970）：亜高山帯針葉樹林に棲息する鳥類の雛の食物（No。9）

羽田健三他（1970）：志賀自然教育園における巣箱利用状況1970年度（No．9）

入来義彦他（1970）：紅藻オオイシソウCα妙50ρogαzO∫3履の細胞壁成分

　　　　　　　　　一水溶性多糖類を構成する糖類一（No．9）

一　　　　（1970）：ナナカマド50プろz‘560禰漉鋤αの光合成産物王

　　　　　　　　　ナナカマド＆60加澤㍑如の糖類（No．9）

田村精子侮（1970）：志賀湖沼群の水域特性と珪藻群（No，9）

岩井邦中（1970）：地上気温0。C以下で降った雨の粒度分布（No・9）

小林　訥（1971）：雪田の融解出水のβ変化に関する二・三の結果（No．10）

井出嘉雄…（1971）：無機酸性汚濁河川松川及び米子川水系の水生昆虫相について（No．10）

羽田健三・中村登流・山岸　哲（1971）：志賀高原おたの申すの平における鳥類群集の生態

　　　　　　　　　学的研究V（No．10）

羽田健三徳（1971）：ミソサザイの一夫多妻制について（No，10）

羽田・伊藤・小林規（1971）：地獄谷周辺における植物社会学的研究（No．10）

入来義彦他（1971）：ナナカマド50治π∫60〃z紅樹αの光合成産物E

　　　　　　　　　ナナカマド＆60日長鋭αの葉の糖類への1℃のとりこみ（No．10）
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